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2025年12⽉2⽇
登録機関評価委員会

CROSS 中性⼦科学センター
センター⻑ 柴⼭ 充弘

第２回「ふくい新試験研究炉利活⽤促進研究会」総会
2026年1⽉23⽇

敦賀

中性⼦産業利⽤の推移と新試験研究炉への期待

https://neutron.cross.or.jp/ja/
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内 容

1. はじめに（講演のミッション、⾃⼰紹介）
2. JRR-3（研究炉）とJ-PARC MLF（パルス源）
3. CROSS （利⽤推進登録機関の位置付けと活動）

・共⽤BL（登録機関︓中性⼦科学センター）
・茨城県BL（中性⼦産業利⽤推進センター）

４. J-JOIN（中性⼦・ミュオンポータルサイト）
５.  新試験研究炉への期待
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ミッションと講演概要

ミッション：
・J-PARC CROSSにおける利用促進・成果創出、
ユーザーサポートの状況、課題の紹介

・新試験研究炉への期待

長年にわたる大学での中性子散乱共同利用や、J-PARC CROSSに
おける中性子利用促進・成果創出、およびユーザーサポートの
経験に基づき、中性子産業利用の現状と課題を俯瞰します。
その上で、新試験研究炉に対する期待について講演します。



⾃⼰紹介︓柴⼭充弘
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1997 京大工卒（1983京大工博）
1983-1984 米国で中性子散乱研究に従事

1984-2000 京都工芸繊維大学
ユーザーとして
JRR-3を利用

2000-2020 東東京京大大学学物物性性研研究究所所

装置担当者（東大）として
ユーザー支援、独自研究

2020- 総総合合科科学学研研究究機機構構(CROSS)



⾃⼰紹介︓柴⼭充弘
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CROSS: 
J-PARC特特定定中中性性子子線線施施設設にに係係るる
登登録録施施設設利利用用促促進進機機関関
略略称称：：CROSS、、「「登登録録機機関関」」

1997 京大工卒（京大工博1983）
1983-1984 米国で中性子散乱研究

1984-2000 京都工芸繊維大学
ユーザーとして
JRR-3を利用

2000-2020 東東京京大大学学物物性性研研究究所所

装置担当者（東大）として
ユーザー支援、独自研究

2020- 総総合合科科学学研研究究機機構構(CROSS)
中性子利用促進
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1. はじめに（講演のミッション、⾃⼰紹介）
2. JRR-3（研究炉）とJ-PARC MLF（パルス源）
3. CROSS （利⽤推進登録機関の位置付けと活動）

・共⽤BL（登録機関︓中性⼦科学センター）
・茨城県BL（中性⼦産業利⽤推進センター）

４. J-JOIN（中性⼦・ミュオンポータルサイト）
５.  新試験研究炉への期待

内 容



JRR-3 (1990 - )
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JAEA物物質質科科学学研研究究セセンンタターー：：
中中島島健健次次氏氏提提供供

JAEA: 物物質質科科学学研研究究セセンンタターー研研究究推推進進室室 東東大大：：中中性性子子科科学学研研究究施施設設、、
東東北北大大：：中中性性子子物物質質材材料料研研究究セセンンタターー



JRR-3
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・・JAEA: 物物質質科科学学研研究究セセンンタターーがが施施設設供供用用（（研研究究））推推進進
・・大大学学（（東東大大物物性性研研））：：中中性性子子散散乱乱全全国国共共同同利利用用でで共共同同利利用用推推進進

１１装装置置ああたたりりのの装装置置担担当当者者〜〜１１人人：：非非常常にに厳厳ししいい状状況況
（（ちちななみみにに、、外外国国でではは５５人人/装装置置 程程度度））
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物質・⽣命科学実験施設 (MLF)
中性⼦実験装置：19台が稼働、2台が建設中

中中性性子子源源
陽陽子子ビビーームム

高分解能型チョッ
パー分光器 (KEK)

工学材料回折
装置(JAEA)

ソフト界面解析
装置 (KEK)

大強度型中性子
小中角散乱装置
(JAEA：共用)

冷中性子ディスクチョ
ッパー型分光器

(JAEA)

中性子源特性
試験装置(JAEA)

4次元空間中性子
探査装置

(JAEA, KEK, 
東北大：共用)

茨城県材料構造
解析装置
(茨城県)

超高分解能粉
末回折装置

(KEK)

超高圧中性子回折
装置(東大, JAEA)

高強度全散乱装置
(NEDO, KEK)

試料垂直型偏極中性子
反射率計 (JAEA：共用)

特殊環境微小単結晶中
性子構造解析装置

(JAEA：共用)

特殊環境中性子回折装置
(KEK,京大,NEDO)

茨城県生命物質
構造解析装置

(茨城県)

中性子核反応測定装置
(東工大, JAEA, 北大)

中性子光学基礎物理
実験装置(KEK)

ダイナミクス解析装置
(JAEA：共用)

中中性性子子実実験験装装置置：：21台台がが稼稼働働中中（（K：：８８、、J：：４４、、C：：７７、、I:２２)
中性子共鳴スピン
エコー分光器群

(KEK, 京大)

エネルギー分析型中性子
イメージング装置

(JAEA：共用)

偏極中性子チョッパー型
分光器

(KEK, 東北大)
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共⽤ビームライン
中性⼦実験装置：19台が稼働、2台が建設中CROSSは７台の共⽤ビームラインの利⽤⽀援を担当

さらに2023年より２台の専⽤ビームライン（茨城県BL)を担当

J-PARC MLFの中性⼦ビームラインの（⾚枠が共⽤ビームライン）

共⽤ビームライン（BL）の名称と特徴及び共⽤開始期

専用BL

１１装装置置ああたたりりのの装装置置担担当当者者〜〜 5 人人（（共共用用装装置置））
5 人人（（研研究究 3人人、、技技術術 2人人）） X 7 装装置置 = 計計 35人人



MLFのビームラインの運営
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KEK
（⼤学共同利⽤機関法⼈） JAEA

（国⽴研究開発法⼈）

設置者BL
8 本

設置者BL
4 本

共⽤BL（注1）
7本

CROSS（注2）
（登録施設利⽤促進機関）

茨城県

専⽤BL（注3）
2本

CROSS
（注4）

ユーザー

J-PARCユーザーズオフィス（⼀元窓⼝）
・課題申請
・実験時の諸⼿続き 採否通知

ミュオン
BL4本

（注1）「特定先端⼤型研究施設の共⽤の促進に関する法律」を適⽤し、科学技術の広範な分野における多様な研究開発等に
活⽤されるために、共⽤に供される中性⼦ビームライン（共⽤ＢＬ）を設置

（注2）⼀般財団法⼈総合科学研究機構：法律に従い、共⽤ＢＬの利⽤者選定及び利⽤者⽀援業務を実施
（注3）法律に定義される専⽤施設。20%の利⽤時間は、専⽤施設以外のユーザーの共同利⽤に使⽤
（注4）中性⼦産業利⽤推進センター(2023.4 ~ )

中性子（２１本）ミュオン



利⽤者選定（課題審査体制）
特特定定中中性性子子線線施施設設にに係係るる利利用用促促進進業業務務にに関関すするる連連携携協協力力協協定定 （H23.4 締結）

KEK
機機構構長長

JAEA
理理事事長長

利利用用研研究究課課題題
審審査査委委員員会会

レレフフリリーー

CROSS
理理事事長長

CROSS中中性性子子科科学学
セセンンタターー長長

選選定定委委員員会会
専専門門委委員員会会

レレフフリリーー

中中性性子子課課題題
審審査査部部会会

MLF 施施設設
利利用用委委員員会会

連連携携協協力力会会議議

ミミュュオオンン装装置置

ミミュュオオンン課課題題

中中性性子子装装置置

中中性性子子課課題題

一一元元化化窓窓口口

全全申申請請@J-PARC ユユーーザザーーズズ・・オオフフィィスス

登登録録機機関関
(CROSS)

J-PARCセセンンタターー
(JAEA/KEK)

レレフフリリーー

ミミュュオオンン課課題題
審審査査部部会会

共共用用BL共共用用BL以以外外

合同開催（分科会毎）

合同開催

分分科科会会 (2) 分分科科会会
(短期9、長期1、
優先1)

分分科科会会
(短期8、長期1、
優先1)

分分科科会会分分科科会会

中中性性子子実実験験
装装置置部部会会

合同開催

専専用用BL専専用用BL以以外外

分分科科会会

ミミュュオオンン実実験験
装装置置部部会会

J-PARC
セセンンタターー長長

合合同同開開催催

専専用用施施設設
審審査査委委員員会会

茨城県ビームライン 10年目
評価 （2026年度実施予定）
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各各期期約約350課課題題のの
応応募募、、
そそののううちち
約約半半数数がが採採択択

CROSSかかららはは
約約 3人人がが選選定定業業務務にに
従従事事（（利利用用推推進進部部））
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1. はじめに（講演のミッション、⾃⼰紹介）
2. JRR-3（研究炉）とJ-PARC MLF（パルス源）
3. CROSS （利⽤推進登録機関の位置付けと活動）

・共⽤BL（登録機関︓中性⼦科学センター）
・茨城県BL（中性⼦産業利⽤推進センター）

４. J-JOIN（中性⼦・ミュオンポータルサイト）
５.  新試験研究炉への期待

内 容



登録機関としてのCROSS

J-PARCにおける特定中性子線施設（赤色部分）

2009年7月 J-PARCに「共用法」適用

2011年3月22日 CROSS 登録機関として選定

2011年4月1日 CROSS東海 利用促進業務を開始（自立した研究機関を目指してスタート）

2016年3月31日 CROSS 第2期登録機関として選定

2016年4月1日 東海事業センターは中性子科学センターに名称変更

第2期利用促進業務を開始（中性子コミュニティに認められる機関に）

2021年3月31日 CROSS 第3期登録機関として選定

2021年4月1日 第3期利用促進業務を開始（ MLFをトップレベルの国際研究拠点に）

「特定中性子線施設」とは

‣ 加速器
・リニアック
・3GeVシンクロトロン

・3GeV-NMビーム輸送（3NBT）

‣ 中性子源

‣ その中性子を利用して実験する

ビームラインの 一部（共用ビームライン）

14

2026年4月1日 第4期利用促進業務を開始予定（中性子をもっと身近に 研究と産業に新たな推進力を）
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設置者と登録機関の業務

日日本本原原子子力力研研究究開開発発機機構構
JJAAEEAA

◇特定中性子線施設の共用施設の
建設・維持・管理・運転・高度化
（加速器・線源・共用BL)

◇専用BLへの安定したビーム供給・便宜供与

総総合合科科学学研研究究機機構構
CCRROOSSSS

利用促進業務
中性子線共用施設（共用BL）
◇利用者選定業務

◇利用支援業務
中性子線専用施設（専用BL）
◇選定・評価

連携

＜＜設設置置者者＞＞ ＜＜登登録録機機関関＞＞

広範な分野の研究者による活用

利利用用者者
（大学・独法・民間等； 基礎研究～産業・医療利用）

利用
申請

公正な課題選定
情報提供、研究相談技術指導等

利用者の
ニーズ

特特定定先先端端大大型型研研究究施施設設のの共共用用のの促促進進にに関関すするる法法律律（（共共用用法法））

特定先端大型研究施設の共用の促進に関する法律施行規則（施行規則）

特定先端大型研究施設の共用の促進に関する基本的な方針（基本方針）

実施計画の認可
運営費等補助金の交付

実施計画の認可
業務規程の認可
運営費交付金の交付

＜＜国国（（文文部部科科学学省省））＞＞

特特定定中中性性子子線線施施設設
＠＠J-PARC

選選定定委委員員会会 専門
委員会

利用者研究課題
審査委員会

専用施設
審査委員会

運営規程・運営要領

分科会

分科会

利用促進調査研究
＠共用BLの承認
（共用法12条）

CROSSのの3つつのの
重重要要ななミミッッシショョンン
・・利利用用者者選選定定
・・利利用用支支援援

・・専専用用施施設設のの選選定定、、評評価価
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CROSSの運営体制
2025.4.1 現在

サイエンスコーディネータ

安全管理室

事務部

利用推進部

研究開発部

総合科学研究センター

産学連携推進室

理事長

法人事務局

中性子科学センター

新事業展開部

利用相談・利用促進・

研究開発・人材育成

利用者支援・研究開発

利用者選定・広報・情報提
供・

国際対応・ユーザーズ・オフィ
ス 産業利用・産学連携

放射線・一般安全管理

総務・人事・経理・

契約・施設管理等

現人員数

（非常勤、兼務者を除く）

3

60 
（1）

（3）

（（3333））

（（1100））

（4）

（2）

（7）

中性子産業利用推進センター 茨城県BL受託事業

共用法上の登録施設利用促進機関

13

2

合合計計：：7788

課課題題選選定定
CROSSかか
らら 3 人人

利利用用支支援援者者数数
5 人人/装装置置



課題選定
⼀般利⽤課題(短期)審査数︓
1,010件(共)/2,726件(全) = 37%

実験・解析⽀援
⼀般利⽤課題(短期)採択数︓
457件(共)/1,383件(全) = 33%

統計は2021年度〜2024年度
論⽂は2020年〜2024年

成果分析
Top10%論⽂分析、
成果分野解析、論⽂
化率等をWeb公開

成果創出
2020〜2024年成果論⽂
(英語査読付き学術誌及び
プロシーディングス）︓414報

更なる利⽤促進
成果の公表、利⽤拡⼤をコーディネート
CROSS共催・協賛の研究会等開催︓119回
NUP課題︓39件（申請39、採択39）

CROSSの利⽤促進活動

MLF Webサイ
ト

論⽂発表数推移

MLF成果最⼤化のための利⽤促進体制

積極的広報
2021〜2024年度プレス発表
37件（内、共⽤BL 23件）

センター⻑

サイエンスコーディネータ 3名
利⽤相談, 利⽤促進, 
研究開発, ⼈材育成

研究開発部 33名
実験⽀援・実験⾼度化
成果創出

利⽤推進部 10名
ユーザーズオフィス
利⽤者選定・広報・
情報提供・国際対応

産学連携推進室 4名
本格的産学連携

（コンソーシアム等）

装置紹介動画

MLF⽉間報告記事
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合計︓78名

(1)

(2)

(3)(4)

(5)

(6)



＊

MLF（統計情報公開・成果分析）
MLFの各種統計情報をWebに新規公開 (https://mlfinfo.jp/ja/aboutmlf/statistics.html)

産業利用率 2008-2024B ︓4732件
中性⼦BLの採択課題

課題：申請数，採択数，実施数の推移 論文数およびTop10%論文数の推移

＊2025年7⽉ 時点のデータ

化学 40.3％
住友ベークライト、花王、DIC、
⽇産化学、クラレ、⽇東電⼯、
富⼠シリシア化学、TOYO TIRE、
ブリヂストン、メニコン、資⽣堂、
ENEOS、JSR、JXTGエネルギー、
クニミネ⼯業、DNPファインケミカル、
クレハ、三井化学、出光興産、
⽯原産業、⽇本ゼオン、⽇⽴化成、
富⼠フイルム、
機能性⾼分⼦コンソーシアム
共同研究︓住友ゴム、横浜ゴム
輸送 26.2％
豊⽥中研、デンソー、本⽥技研
トヨタ⾃動⾞、アイシン精機、
共同研究︓豊⽥中研分析 7.3％

東レリサーチセンター
⽇産アーク、住重アテックス
コベルコ科研、新⽇本⾮破壊検査

電気 8.7％
⽇⽴製作所、コニカミノルタ、⽇本電気

⾷品 3.4％
太陽化学、⽇清フーズ
味の素、⽇清オイリオグループ

鉄鋼 2.9％
神⼾製鋼、JFEスチール、⽇本製鉄

⾮鉄 3.9％ 古河電⼯、
⽇本原燃、住友電⼯

機械 2.4％ アート科学、
⽇本中性⼦光学

電⼦ 1.5％ エノモト
窯業 0.5％ AGC
その他 1.0％ファインセラミックスセンター、FC-Cubic

2024年 論⽂数 283報
2023年 Top10%論⽂数 20報2024B  申請数︓367 件（中性⼦ 321件、ミュオン 46件）

採択数︓135 件（中性⼦ 113件、ミュオン 22件）
採択率︓36.7 %

共用BL利用企業（55社）

採択課題
206件

40.3%

26.2%

8.7%

7.3%

3.9%
3.4%

2.9%
2.4%
1.9% 1.5% 0.5% 1.0%

産業界

25.9%

大学

37.6%
研究機関
4.8%

海外

18.0%

JAEA
8.6%

KEK 2.4%
CROSS
2.7%

18
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CROSSの産業利⽤推進体制

茨茨城城県県BBLLのの運運営営（（産産業業利利用用））

中中性性子子産産業業利利用用推推進進協協議議会会とと連連携携ししたた

種種々々のの企企画画（（報報告告会会、、研研究究会会ななどど））のの実実施施

JJ--JJOOIINN事事務務局局、、NNUUPP支支援援ななどど

産産業業利利用用推推進進協協議議会会事事務務局局

量量子子ビビーームム分分析析アアラライイアアンンスス事事務務局局
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中性⼦産業利⽤推進協議会・産業利⽤報告会
産業利⽤促進活動
「中性⼦産業利⽤推進協議会」、「J-PARC」、
「茨城県」 と協⼒し 研究会、企業セミナー、産業
利⽤報告会等の 産業利⽤促進活動を実施している。
産業利⽤報告会は2016年から現在の形式で開催

中性⼦産業利⽤報告会 開催状況

中性⼦産業利⽤推進協議会
中性⼦の産業利⽤を推進し、⾼性能あるいは⾼機能の材料や製品

の開発を⽬指す。

CROSSがが事事務務局局をを担担当当 https://www.j-neutron.com

59会会員員（（56社社・・3研研究究機機関関））(2025.12.24現現在在)
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NUP・量⼦ビーム分析アライアンス

第2期（2015〜2020年度）

ユーザー数増加

MLFの課題申請企業の課題数による分類

第3期（2021〜2025年度）

新利⽤者⽀援制度、放射光・中性⼦連携利⽤研究会、量⼦ビーム分析
アライアンスの運営などを通じた利⽤促進により、ユーザーが増加
新利⽤者⽀援制度（New User Promotion, NUP)

放射光・中性⼦連携利⽤研修会

SPring-8
BL28XU
の共⽤
BT20 ％
の運⽤

J-P
AR
C分
室

理学研究科⼯
学研究科協⼒
講座

化学研究所
国際協同拠点

他⼤学
協⼒講座

J-PARC
MLF, 
JRR-3
連携重点
研究課題、
⻑期課題

SPring-8分室

京⼤産官
学連携本
部

量⼦ビーム研究部
⾨︓アライアンスの
運営⺟体

CROSS

業務委託

量⼦ビーム分析アライアンス（2021〜2025年度）
⼈材育成と複数の量⼦ビーム施設のワンストップ利⽤
による産業価値創出

構成機関（2022年度）
Ø 企業14社
クラレ、JSR、 ENEOSマテリアル、住友ゴム、住友ベー

クライト、CERI、DIC、TOYO TIRE、⽇産化学、⽇東分
析センター、⽇本ゼオン、三井化学、三菱ケミカル、メニコン
Ø 学術研究チーム
京都⼤、名⼯⼤、CROSS

CROSSがが事事務務局局をを担担当当
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産業利⽤統計
中性⼦BLの産業利⽤の実態

中性⼦全BL採択課題※ 共⽤BL採択課題※
※2008-2024A

採択課題数は多少の増減はあるものの安定、茨城県BLの貢献が⼤きい

産業利用：約26％
（茨城県BLの貢献大）

産業利用：約16％
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（第４期計画）画期的な成果の創出と中性⼦利⽤の裾野拡⼤

u世界をリードする画期的な成果の創出

u中性⼦利⽤の裾野拡⼤ Ø 利⽤の敷居を下げる
・利⽤相談窓⼝の活⽤の促進（J-JOIN)
・⼿厚い実験⽀援
・解析⽀援・ツールの提供

Ø 利⽤価値を知ってもらう
・利⽤相談窓⼝への誘導（J-JOIN）
・Hands-onによる実践研修の実施
・積極的アウトリーチ活動

ライトユーザー

ポテンシャルユーザー

ヘビーユーザー

ピークサイエンス

ピークサイエンスに加えて、中性⼦利⽤の裾野
を拡⼤し、幅広いユーザー層に利⽤を促進

日日付付（（年年））

・利⽤相談窓⼝
・組織間連携︓JRR-3, ⼩型中性⼦源

収穫・発展期導⼊期 成⻑期

MLF double(TS1) TS2建設

⾼効率化・⾼輝度化

１MW⼤強度ビーム利⽤
⾼品質データの取得

例）
・微量試料・希少材料の測定
・極限環境下測定（超⾼圧, 強磁場など）
・オペランド測定
・⾼速な構造変化（燃料電池の充放電）
・材料内部の微細組織（⽋陥、界⾯）観察

他実験施設・他実験データとの融合、マテリアルズイ
ンフォマティックスの活⽤

現象の深層理解と⾰新的な材料設計
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実実
験験
のの
高高
度度
化化
・・
効効
率率
化化

AIココンンシシェェルルジジュュ・・新ユーザ利⽤⽀援システム・実験⽀援システム

例例)自自動動試試料料交交換換機機

自自動動測測定定
実験時間の短縮
実験者の負担軽減

中中性性子子デデーータタババンンクク
データの蓄積・効果的運用
実験・成果創出の高効率化

例）機械学習によるピーク形状識別アルゴリズム

2026      
      

   

MLF-double

2030（（
TS2））大大強強度度ビビーームムのの利利用用

例）ダイヤモンドアンビルによる超
高圧実験

（第４期計画） AI、DXを活⽤した利⽤システムと実験・解析環境の充実

MLFにおける「AI for Science」の実現に向けて

AI AI
AI

多多重重測測定定
例）オペランド電池セルによる
充放電過程の解明

遠遠隔隔実実験験・・解解析析
利便性の向上

計計算算DXにによよるる高高度度解解析析
例例））ベイズ推定
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米国ｵｰｸﾘｯｼﾞ

国立研究所

英国ﾗｻﾞﾌｫｰﾄﾞ

ｱｯﾌﾟﾙﾄﾝ研究所

（第４期計画）産学官連携の推進による新たな産業的価値の創出
重点取組
（1）⼤強度中性⼦ビームを活かした産業利⽤の推進
・ビーム特性を活⽤した⾼度測定
・産業界との共同研究・技術⽀援の拡充
・データ駆動型解析による解析の⾼速化

（2）組織間連携による活動領域の拡⼤
・J-JOINによる組織間ネットワークの拡充
・CROSS Neutron Plazaを通じた対話・共創・成果発信
・他施設を含めた課題解決型研究の推進

期待される効果
・産業界からの参⼊拡⼤と利⽤者層の多様化
・新技術や新素材等の創出
・中性⼦利⽤を核とした産学官連携エコシステムの構築

組織間連携

大強度中性子ビーム

利用者拡大
価値創出
連携ｼｽﾃﾑ

J-JOIN

““UUmmbbrreellllaa  AArrcchh””

業界全体の信頼性向上・ブランド強化、
社会提言、業界標準策定など

脱炭素・ESG・SDGsなどに沿ったテーマ
社会価値や産業界共通の方向性
本プロジェクトの方向付け、など

個別研究、共同研究、
知的財産創出、相互交流、など

産産業業・・社社会会

CCRROOSSSS公公的的施施設設 大大学学施施設設

企業
E

企業
D

企業
C

企業
B

企業
A

CCRROOSSSS  NNeeuuttrroonn  PPllaazzaa ((22002266年年度度かからら））

““BBeeyyoonndd  BBoouunnddaarriieess  –– 技技術術のの枠枠をを超超ええ、、視視野野をを広広げげ、、産産業業とと社社会会をを動動かかすす""

ユーザーと施設の橋渡し

施設連携

25



他機関との連携 MLF・コミュニティ等連携

26

事務局、
研究会幹事・共催、
産業利⽤報告会共催 他

会⻑、評議員、多くの
幹事・委員、スクール
共催 他

幹事、研究会・
スクール共催 他

総合科学研究機構(CROSS)
課題選定、技術⽀援、研究開発、
広報・情報分析、シンポ・スクール他

SPring-8 (JASRI)
富岳 (RIST）

NanoTerasu ( JASRI)

PF

⼤型実験施設・量⼦ビーム連携

⽇本中性⼦科学会
中性⼦科学に関する学術情報交換、
共通の学術的・技術的問題解決 他
正会員︓523名、賛助会員︓24団体

MLF利⽤者懇談会
MLFユーザーの相互交流、分野の相違
を超えた総意形成、より良い利⽤の促進
会員︓934名、協賛会員︓19団体

中性⼦産業利⽤推進協議会
MLF及びJRR-3の産業利⽤に関する
提⾔・要望の取りまとめ、利⽤促進
会員企業・団体︓56社、3研究機関

サイエンス
フェスタ共催 他

連携シンポジ
ウム・勉強会
共催、委員
他

CROSSの貢献

MLF 緊密な連携

コミュニティに多くのスタッフが認知され、幅広く貢献
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（茨城県BL）中性⼦産業利⽤推進センターの活動

年度 22000099 22001100 22001111 22001122 22001133 22001144 22001155 22001166 22001177 22001188 22001199 22002200 22002211 22002222 22002233 22002244 22002255 22002266 22002277

運転維持管理
・利⽤者⽀援

⾼度化
・

試験研究

装置性能を
活⽤した研究

⼈材育成

⾼度化（2009-2012） 測定・解析⼿法研究
（2013-2017）

運転維持管理・利⽤者⽀援

県内企業の研修

先導研究 先導研究 先導研究

2008.12︓供⽤開始

先導研究

公設試職員の研修

先導研究
装置を活⽤した研究のほか
測定⼿法の⾼度化も実施

・EV⽤⾦属材料
・ヒト疾患関連酵素等
・新規測定法の整備
・測定の⾃動化等

第２期計画

第３期計画

2028-2037

【⽬的】
l J-PARC内に茨城県独⾃の中性⼦ビームラインを2本設置
l 広く産業利⽤に供出
Ø ⾰新的な新技術の創出
Ø 地域産業への波及
Ø 研究拠点の形成

・次世代電池材料
・新ｴﾈﾙｷﾞｰ材料等

・中性⼦利⽤に係る橋渡し⼈材育成

・⾦属材料
・ﾀﾝﾊﾟｸ質等

・先進的粉末結晶
・有機化合物等

・ｴﾈﾙｷﾞｰ分野等
・ﾀﾝﾊﾟｸ質分野等

2023.4︓CROSS
中性⼦産業利⽤推進センター発⾜

iMATERIA iBIX

茨城県中性⼦ビームラインの⽬的・事業推移



【県内企業向け⼈材育成研修】
2023年度から県内企業向けに中性⼦利⽤へ繋げる中性⼦
利⽤技術の研修を実施
2024年度︓32回、388名、108社

l いばらき量⼦線利活⽤協議会
l ﻿﻿茨城研究開発型企業交流会(IRDA)
l ﻿﻿東関東⾮破壊検査協会研究会
l ﻿﻿東⽇本プラスチック再⽣協同組合
l ﻿﻿茨城県医薬関連研究機関協議会
l ﻿﻿JSR(株)
l ﻿﻿三菱マテリアル(株)
l ﻿(株)NOK
l ﻿(株)エイ・イー・エス
l ﻿﻿(株)レゾナック
l ﻿﻿積⽔化学⼯業(株)
l ﻿﻿(株)クレハ

ほか

基礎コース（座学）

応⽤コース（実習）
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（茨城県BL）産業利⽤に資する先導研究、県内企業向け研修
【先導研究】
将来の産業利⽤を先導する研究に継続して取り組み、
産業界からの研究成果創出に結びつける。
タンパク質、材料、エネルギー、社会インフラ、⽣
活の5分野の研究

3次元中性⼦回折(3DND)法の開発

リチウム電池充放電
過程の負極活物質の
各相の質量⽐変化
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√ρ
 / 

10

 

True strain

Room temperature

573 K

(b)

分⼦シャペロンHsp90/ADP
複合体の構造解析

Cu-Zn合⾦圧縮
変形下の転位密
度変化

⽑髪繊維(軽⽔浸漬
状態)の核スピン偏極
コントラスト変調測定



【課題公募制度】
Ø 産業利⽤課題

年間を通じて常時公募︕
Ø BL促進課題「⾰新研究課題」

iBIX、iMATERIAは年1回公募
Ø J-PARC⼀般利⽤課題

J-PARCセンターが年2回公募

【産業利⽤課題】
○件数（2008〜2024年度）︓737（MLFの6割）
○インパクトのある研究成果創出に貢献︕
Ø 東⼯⼤と豊⽥中研…全固体型セラミックス電池
の開発に成功
Ø ⽇油…シャンプーの新製品に繋がる界⾯活性剤
を開発
Ø 住友ゴム…⾃動⾞⽤タイヤ「ダンロップ」の更
なる性能向上に寄与
Ø パナソニックくらしアプライアンス…ナノイー
ドライヤーの⾼性能化に寄与
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茨城県公募

茨城県公募

J-PARC公募
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（茨城県BL）実験課題数の推移・利⽤成果

課
題

数
(件

)
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1. はじめに（講演のミッション、⾃⼰紹介）
2. JRR-3（研究炉）とJ-PARC MLF（パルス源）
3. CROSS （利⽤推進登録機関の位置付けと活動）

・共⽤BL（登録機関︓中性⼦科学センター）
・茨城県BL（中性⼦産業利⽤推進センター）

４. J-JOIN（中性⼦・ミュオンポータルサイト）
５.  新試験研究炉への期待（提案）

内 容
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https://j-join.cross.or.jp
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J-JOIN

・MLF、JRR-3に係わるJAEA、KEK、CROSS、茨城県、東⼤物性研が協⼒して産業連携・産業応⽤
を活発化していくためのワンストップ窓⼝を担う仕組みを設⽴（2019年）

・CROSSは事務局を担当。さらに2025年にポータルサイトをリニューアルし、ユーザーの利便性向
上に努めている。

J-JOIN (J-Joint Office for neutron & muon Innovation)

n 利用相談・お問い合わせ
l 利用相談フローチャート
l 有償随時課題
l 運転スケジュール
l 手法・装置選択ガイド
l 成果紹介 など

n 相談者の紹介
l コーディネータ紹介

n 装置一覧
l JRR-3（JAEA装置、大学装置）
l MLF中性子装置、ミュオン装置

J-JOINポータルサイト（https://j-join.cross.or.jp/）

n利利用用相相談談フフロローーチチャャーートト

n有有償償随随時時課課題題

n運運転転ススケケジジュューールル

主な機能

https://j-join.cross.or.jp



J-JOINの運営体制
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会議体 役割

J-JOIN コアチーム
・J-PARC︓⼤友
・JRR-3 ︓松⽥
・CROSS︓柴⼭
・東⼤ ︓佐藤卓
・CROSS ︓峯村
（事務局︓阿部、三⽥、⾈越、村澤）

・J-JOIN 会議のメンバーを決定する
・J-JOIN 会議の開催を決定する
・J-JOIN 会議の議題を決定する

J-JOIN 会議

・中性⼦・ミュオン利⽤ポータルサイトの運営に係る
事項を決定する

・⼀元的利⽤相談窓⼝の運営に係る事項を決定する
・中性⼦・ミュオン産業利⽤報告会を企画し実施する
・その他、J-JOINの運営に係る事項を決定する
・J-PARCやJRR-3の利⽤に係る情報を共有する

J-JOINはコアチームとJ-JOIN会議で構成する

運営
• 共同委員⻑︓MLFD⻑、JRR-3UO⻑、CROSS中性⼦科学センター⻑
• 事務局 CROSS、JRR-3 UO、 J-PARC利⽤業務（産業利⽤報告会のみ）
• 運営コアチーム内で⽅針を決定。必要であれば、持ち帰って検討

令和7年8⽉J-JOIN運営体制



J-JOINの利⽤相談体制
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令和7年8⽉
ポータルサイト
利用相談窓口

MLF 装置担当者

相談の受付・担当
者選定
JAEA（阿部）
CROSS
（瀬戸、三田）

CROSS産業利用コーディネータ （峯村、
佐藤衛）

CROSSサイエンスコーディネータ （杉山、
小室、上床、瀬戸）

JAEA （飯倉、長壁、松江） JRR-3 装置担当者

茨城県BL 装置担当者

利用相談グループ

CROSS（柴山）、 東大（佐藤卓）、
QST （玉田）

有償随時課題の相談

受付のミッション
‣ 利用相談窓口に届いた問い合わせ内容を相談グループへ送る。
‣ 相談の「主担当者候補」を選定し、提案する。
‣ 相談の内容と結果を記録し、 J-JOINへ報告する。

相談グループメンバーのミッション
‣ メンバー間で連絡を取りながら、窓口に届いた利用相談・有償随時課題の相談に対応する。
‣ 利用相談の内容と結果を受付へフィードバックする。
‣ 利用相談依頼者と施設装置担当者の間のリエゾンの役割を担う。
‣ J-JOINの会議にオブザーバーとして参加し、必要な情報を共有する。

関係者全員の義務： 相談に伴い開示された情報は全て秘密情報として取り扱う。

J-JOIN 利⽤相談体制
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1. はじめに（講演のミッション、⾃⼰紹介）
2. JRR-3（研究炉）とJ-PARC MLF（パルス源）
3. CROSS （利⽤推進登録機関の位置付けと活動）

・共⽤BL（登録機関︓中性⼦科学センター）
・茨城県BL（中性⼦産業利⽤推進センター）

４. J-JOIN（中性⼦・ミュオンポータルサイト）
５.  新試験研究炉への期待（提案）

内 容



新試験研究炉を中⼼とした連携研究拠点
現地実験施設
試試料料準準備備室室のの整整備備

支支援援測測定定装装置置

イインンフフララ/メメンンテテナナンンスス

市街複合拠点
最最先先端端分分析析機機器器

• クライオ電顕
• NMR
• 質量分析装置
ＤＤＸＸ拠拠点点

• 遠隔測定制御室
• サテライト解析ラボ
• データセンター
利利用用支支援援オオフフィィスス

大大学学研研究究室室

新試験研究炉
（現地実験施設）

高高速速ネネッットトワワーークク接接続続

敦賀市街
複合研究開発拠点

生生
命命
科科
学学
研研
究究

安安
全全
原原
子子
力力
工工
学学

先先
端端
材材
料料
開開
発発

人人
工工
知知
能能
・・
ロロ
ボボ
99
トト
技技
術術

教教
育育
・・
アア
ウウ
トト
リリ
BB
チチ

自自動動化化 自自律律化化 無無人人化化

36
佐藤 信浩教授より
令和７年度 試験研究炉の利用に関する講習会 2025.12.05



CROSSからの提案︓産業利⽤推進機関の設置
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中中性性子子産産業業利利用用推推進進ににはは「「専専門門」」のの機機関関がが不不可可欠欠

提案：中中性性子子産産業業利利用用推推進進「専門」組織の設置 福福井井県県？？ 登登録録機機関関？？

https://indapps.cross.or.jp

例：CROSS中性子産業利用推進センター
茨城県が県BLの運転と利用推進をCROSSに委託
（R4年度までは茨城大学が受託）

運転維持管理・利用者支援
先導研究

人材育成
利用促進・技術支援
広報・UO等

https://www.pref.ibaraki.jp/sangyo/kagaku/tyusei/bl-top.html

茨茨城城県県中中性性子子ビビーームムラライインン
CROSS
中中性性子子産産業業利利用用推推進進セセンンタターー



CROSSからの提案︓⼤学研究室の誘致
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多くの中性子施設は大学研究室とコラボしている。

例：ドイツミュンヘン炉 ミュンヘン工科大
オーストラリアANSTO シドニー大学

米国NIST メリーランド大学
米国ORNL テネシー大学、コア大学群

中国CSNS 東莞理工学院
デンマークRISO. デンマーク工科大学
JRR-3 東京大学（物性研究所）

J-PARC MLF 茨城大学

提案：
京都大学 敦賀キャンパス設置（計画中？）
福井大学 敦賀キャンパス・附属国際原子力工学研究所に

「中性子ビーム利用専攻（仮題）」を！
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（参考）研究施設への若手人材派遣制度： 里親制度

物性研究所中性子散乱共同利用でJAEAの３号炉で実験を行う研究グループに所属する
博士研究員もしくは博士課程学生を対象とし、一定期間、東海村に滞在し、自身の研究を
遂行する機会を得るともに、共同利用の支援活動に参加することで、装置に習熟してもらう
ことを目的としています。

この制度の活用により、装置の建設や運転に習熟した若手研究者を育成できると考えています。

https://www.issp.u-tokyo.ac.jp/labs/neutron/announce/archive/sato_oya.html

2009.4.1施施行行
2010年年4月月かからら実実施施

例：東大物性研 中性子科学研究施設 里親制度

人材育成、大学や研究期間との研究交流の一方策



CROSSからの提案︓J-JOINの活⽤
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J-PARC MLFのポータルサイトから始まったJ-JOINは、
JRR-3の再稼働(2021)を機に、中性子（大型から小型源）・
ミュオンを対象とした総合ポータルサイトへと成長。将来は、
放射光施設も包含する、一大量子ビームポータルサイトへと
その活動を広げる予定。

提案：
J-JOINへへのの加加入入をを！！
（代表もしくは担当者を指名するだけ）

https://j-join.cross.or.jp



MLFにおける「AI for Science」の実現に向けて
(現在 J-PARC MLFで検討中）

System A. AIコンシェルジェ
• 過去データを元に課題を分析し、解決⽅法を提案する
• 課題申請書の作成⽀援、申請⽀援
• 場合によっては、AIによる⾃動課題審査により、課題審
査委員会を通さずにビームタイムを配分も

AI

AI

課題 結果・成果

共⽤システム運営組織
J-PARC

計測DX統合環境
問題解決までの時間の短縮

・実験⽅法の提案
・施設利⽤⽀援
・実験⽀援 得られた結果

の蓄積と活⽤

標準モデルによ
る⾃動解析

効率的なビームタ
イム配分と⼿続き
実験条件の最適化

課題解決⼿法
の策定
実験⽅法の提案

課題分析

計測

インフォマ
ティクス

データ解析

資源（計測機器/運転経費/⼈材）の有効活⽤

System B. 新ユーザ利⽤⽀援システム
• J-PARCが持つユーザ、課題、実験装置、試料環境、化学
薬品などのデータベースを統合し、ワンストップで実験
準備が整う環境を構築する

• ビームタイム管理機能により、ビームタイム配分の⾃動
化と利⽤実績の集約を⾏う

System C. 実験⽀援システム
• 過去の論⽂や内部データを利⽤して、効率的な実験計画
を⽴てる

• 統計的推論を⾏って、実験条件を最適化する
• 標準モデルを⽤いた⾃動データ解析

AI

AI

共⽤ＢＬでテスト導⼊して、システム構築を先導する

計測DX統合環境

AI

CROSSからの提案︓AIの導⼊・活⽤

AI AI
AI

AIココンンシシェェルルジジュュ・・新ユーザ利⽤⽀援システム・実験⽀援システム
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CROSSからの提案：中性子エコシステム（茨城県に提案中）

2024.10.24
CROSS提案資料より
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CROSSからの提案：福井県（新試験研究炉）と茨城県(パルス源)のコラボ

熱中性⼦実験装置冷中性⼦実験装置

炉室

高高性性能能冷冷中中性性子子源源
(CNS)

ガイドホール

新試験研究炉（福井県）

iMATERIA iBIX

茨城県BL（茨城県）

・新試験研究炉と茨城県BLは、原子炉とパルス源という対照的・相補的な中性子源
・中性子産業利用に関して、歴史と経験をもつ茨城県BLの取り組みは、
新試験研究炉にとって参考になる点が多い

パルス源

提案：新試験研究炉の実現に向けて、継続的な意見・情報交換、人材交流を！
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まとめ：CROSSの活動と新試験研究炉への提案

・中性子産業利用推進「専門」組織の設置
・大学研究室の誘致
・J-JOINの活用
・AIの導入・活用
・中性子エコシステム構築
・福井県と茨城県のコラボ

・3期15年、中性子利用推進期間として活躍
・今やJ-PARM MLFの強力なパートナーであり不可欠な組織に成長
・利用相談から、実験支援、成果創出、情報分析、広報、人材育成などをカバー
・J-JOIN、産業利用推進協議会の事務局担当
・CROSS独自事業(コンソーシアム、アライアンス、プラザなど）
・茨城県BL事業推進
・第４期への布石

CROSSの活動

CROSSからの提案
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ご参考までに：中性子散乱の入門書のご紹介

柴山充弘著、
講談社刊、2025.5.27

分子系を始めとするソフトマターの構造とダイナミクスの研究者
(院生、大学研究者、企業研究者)に向けた、第一人者による解説書。
必要な数学からはじめるから初学者でもわかりやすい。

https://www.kspub.co.jp/book/detail/5395660.html

「「中中性性子子散散乱乱入入門門」」


